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1 はじめに 
音楽情報の研究において、対象楽曲の楽譜の音

符列と入力される演奏データとの対応付けの処

理や演奏データの編集・分析は重要な部分であ

る。これまでも対応付けプログラムを一般公開

する試みは行われてきたが、通常では、研究者

はそれぞれの研究に特化した独自のプログラム

を開発してきた。 

そこで我々は、PBL(Project Based Learning)

という形で演奏データと楽譜情報の対応付けな

どの機能を持つシステムを開発した。システム

のコアの部分はクラスライブラリであり、公開

することを目指している。本システムは協調演

奏実験の楽譜と演奏対応付け、演奏データの編

集及び協調演奏分析の効率化を期待している。 

 

2 システム概要 

 
図 1 システム構成 

 

本システムは図 1 のようにクラスライブラリ

とその上で動く演奏分析アプリケーションと協

調演奏システム支援アプリケーションからなる。

クラスライブラリは主な機能を実装している、

協調演奏システム支援アプリケーションは弾き

間違いや多旋律に対応した対応付けを行うこと

ができる。また、演奏データをグラフィカルに

編集できる機能も保持している。演奏分析アプ

リケーションは取り込んだ演奏データの 

 

 

 

 

を数値データで出力し、グラフ化を行う。 

 

2.1 クラスライブラリ概要 

 楽譜表示コンポーネント 

MusicXML 形式での楽譜ファイルを読み込んで、

表示するための機能をまとめたコンポーネント

である。 

 演奏編集コンポーネント 

SMF・MIDIXML 形式での演奏データを作成、

表示、編集及び再生する機能をまとめた、実時

間演奏データ入力機能を持つコンポーネントで

ある。 

 演奏分析コンポーネント 

演奏データの分析、および演奏データを分析し

たデータをグラフ表示及びファイル出力するた

めの機能をまとめたコンポーネントである。 

 対応付けコンポーネント 

 楽譜情報と演奏データの対応付け、楽譜情報

と演奏データとそれらを対応付けたデータをフ

ァイル保存、及び通信するための機能をまとめ

たコンポーネントである。 

 

 
 

図 2 対応付け画面 

 図 2 に示した通り、矢印で示した音符がシス

テムで対応付けされてない音符である。ここで

はファイルだけの対応付けでなく、楽譜情報と

実時間入力された演奏データの対応付けするこ

とできる。 
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2.2 アプリケーション概要 

 今回開発したシステムは、以下の協調演奏シ

ステム支援アプリケーションと演奏分析アプリ

ケーションの二つ部分になる。 

 

 協調演奏システム支援アプリケーション 

 協調演奏システム支援アプリケーションは、

クラスライブラリの楽譜・演奏対応付け機能、

楽譜表示機能、演奏編集機能をまとめたアプリ

ケーションである。 

 
図 3 演奏データ編集画面 

 

読み込んだ演奏データが図 3 に示すように、

ここで表示されているのは各音符に対応した演

奏データであり、必要に応じて、各音符の四つ

のパラメータ(鳴り始め、鳴り終り、音量、音高)

の編集及び音符の追加、削除ができる。 

 

 演奏分析アプリケーション 

 
図 4 インターバルの分析結果 

 

 演奏分析アプリケーションでは、クラスライ

ブラリの演奏分析コンポーネントの機能を表わ

すアプリケーションである。このアプリケーシ

ョンは演奏データの音長、音高、インターバル、

音量、テンポを数値データで出力し、グラフ化

する。それに複数の演奏データのパラメータを

比較することができる。 

 

3 評価方法 

本システムに対する評価では、定量的な評価

と定性的な評価の両方を行う。 

(1) 定性的な評価： 

被験者には元の手作業とアプリケーショ

ンを使用しての編集作業の両方を行っても

らい、作業時間を収集し、定量的に分析す

ることで調べる。 

(2) 定性的な評価： 

 SD (Semantic Differential)法を用いて、

システム化前後での精度及びユーザに対す

るアプリケーションの利便性に対する評価

を行う。 
 

4 関連研究 

本システムの対応付け機能は Dannenberg の提

案手法[1][2]を元に実装している。この手法は DP

マッチングを用いて、楽譜の音符列と演奏の音

符列の最も長い共有部分を得る手法である。ま

た、MIDIXML の入出力のために、音楽情報処理

システムを実装するための汎用クラスライブラ

リである CrestmuseXML ToolKit[3]を利用してい

る。 

 

5 まとめ 

 本稿では、楽譜情報と演奏データの対応付け、

楽譜情報表示、演奏データ表示・編集・分析機

能を持つクラスライブラリとそのクラスライブ

ラリの上で動くアプリケーションからなるシス

テムを開発した。本システムを用いて、協調演

奏実験作業と演奏分析の効率化を期待している。 
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